
４ 教育・研究組織等

（９）研究倫理審査委員会

① 設置の趣旨（目的）及び組織

ア 組織設置の趣旨（目的）

研究倫理審査委員会は，本学の教員等が行う人を対象とする医学系研究について，倫理上の問題がな

いかを審議し，もって研究対象者及びその関係者の尊厳及び人権を尊重するとともに，本学における研

究の適正かつ円滑な推進に資するという目的を達成するため設置されている。

本委員会は，学長の諮問に応じて次の事項を審議している。

ⅰ） 研究実施計画（研究実施計画の変更を含む。）の審査及び再審査に関する事項

ⅱ） 研究結果報告書の検証に関する事項

ⅲ） 研究において倫理的，科学的及び社会的問題等が発生した場合の対処方法に関する事項

ⅳ） その他研究の倫理に関する必要な事項

イ 組織の構成及び構成員等

研究倫理審査委員会は，学長が指名する副学長，人文・社会科学分野の教授又は准教授（講師を含む。

以下同じ。）２人，自然科学分野の教授又は准教授２人，保健管理センターの教授又は准教授１人，学

外の学識経験者３人及び学長が必要と認める者若干人により構成されている。

② 運営・活動の状況

ア 委員会等の開催状況

平成27年度においては，委員会を17回開催した。

イ 審議された主な事項

ⅰ） 研究倫理審査（95件）

ⅱ） 研究倫理審査の実施方法

ⅲ） 国立大学法人上越教育大学研究倫理規程の一部改正（第19条 モニタリング及び監査）

ⅳ） 研究に関する説明文書及び同意書の作成例

ⅴ） 不特定多数の児童生徒へのアンケート調査

ⅵ） 人を対象とする医学系研究に関する審査分野，研究内容による説明文書と同意書の提出につい

てのフロー図の作成

ウ 重点的に取り組んだ課題や改善事項及び前年度の検討課題への取組状況等

学内における研究倫理意識の向上を図るため，人を対象とする医学系研究に関する審査分野，研究内

容による説明文書と同意書の提出についてのフロー図を作成し，より申請しやすい環境を整えた。

③ 優れた点及び今後の検討課題等

実際の申請案件の審査を通して，研究倫理審査申請が必要な具体的事例について継続して検討するとと

もに，「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」（平成26年12月22日制定）及び「人を対象とする

医学系研究に関する倫理指針ガイダンス」に基づき，委員会における審査を実施することが必要である。

また，委員会におけるＱ＆Ａ集を策定することが課題である。


